
    

                           

 

こ
の
間
の
主
な
活
動 

（
平
成
３
０
年
９
月
） 

１
７ 

地
元
自
治
会
親
睦
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
お
よ
び
敬

老
会 

１
８ 

市
議
会
・
総
務
文
教
委
員
会 

１
９ 

市
議
会
・
総
務
文
教
委
員
会 

２
０ 

依
田
窪
南
部
中
学
校
議
会
打
ち
合
わ
せ
会
議 

２
１ 

依
田
窪
南
部
中
文
化
祭
（
紫
苑
祭
）
、
陣
場
台
地

の
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
収
穫
体
験
、
キ
リ
ン
社
員
研

修
会 

２
２ 

歓
迎
会 

２
３ 

千
葉
県
流
山
市
へ 

２
７ 

～
２
８
日
ま
で
、
丸
子
温
泉
開
発
㈱
の
取
締
役

会
・
県
外
視
察
研
修 

２
９ 

西
内
小
学
校
の
運
動
会 

３
０ 

長
瀬
地
区
会
議
県
内
研
修
会
（
上
水
内
郡
栄
村
） 

（
平
成
３
０
年
１
０
月
） 

１ 

依
田
窪
南
部
中
学
校
議
会 

２ 

上
田
市
議
会
決
算
特
別
委
員
会 

３ 

丸
子
北
小
学
校
運
動
会 

４ 

９
月
議
会
本
会
議
・
閉
会 

５ 

市
長
が
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
施
設
計
画
で
市
内

３
箇
所
を
現
地
視
察
・
懇
談 

６ 

長
瀬
保
育
園
運
動
会
、
げ
ん
き
ま
る
こ
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

７ 

～
８
ま
で
、
甥
の
結
婚
式
の
た
め
に
仙
台
市
へ 

９ 

広
域
連
合
議
会
打
ち
合
わ
せ
、
議
会
報
告
会
リ
ハ
ー

サ
ル
、
市
議
会
林
活
議
連
行
事
、
滝
沢
一
浩
氏
（
タ

キ
ザ
ワ
写
真
館
）
受
賞
祝
賀
会
、
長
瀬
地
区
会
議
理

事
会
、
全
体
協
議
会
、
第
２
回
住
民
懇
談
会 

１
０ 

市
民
相
談
へ
の
対
応 

１
１ 

丸
子
武
石
市
議
会
議
員
連
絡
会
行
政
懇
談
会 

１
２ 

所
属
団
体
研
修
会
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
説
明
会 

 

１
３ 

城
下
９
条
の
会
の
研
修
旅
行 

１
４ 

鹿
教
湯
温
泉
笠
岩
神
社
祭
典
・
草
刈
り
、
農
作
業

（
脱
穀
） 

１
５ 

議
会
報
告
会
始
ま
る
（
市
役
所
会
場
の
産
業
水
道

委
員
会
へ
参
加
） 

１
６ 

議
員
ク
ラ
ブ
会
の
自
主
事
業
（
菅
平
へ
） 

１
７ 

日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
上
越
市
へ
） 

１
８ 

陣
場
台
地
研
究
委
員
会
役
員
会 

（
今
後
の
予
定
） 

（
平
成
３
０
年
１
０
月
） 

１
９ 

議
会
報
告
会
（
十
人
自
治
会
へ
） 

２
０ 

カ
ラ
オ
ケ
例
会
、
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
、

生
協
ま
つ
り 

２
２ 

議
会
報
告
会
（
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
） 

２
３ 

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
（
～
２
５
日
ま
で
） 

※
す
べ
て
の
行
事
に
参
加
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

オンリーワンのものづくり中小企業の底力  
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日本国憲法の源流～五日
い つ か

市
いち

憲法草案をたずねて～ 

10 月 13 日、城下 9 条の会が主催した研修旅行に参加しました。東

京都あきる野市でのレポートです。 

自由民権運動のうねりの中で「五日市
いつかいち

憲法草案」（全文で２０４条）

が生まれたとのことです。（1881年・明治 14年）この「五日市憲法草

案」が発見されたのは、つくられてから 87年たった 1968年（昭和 43

年）とのことです。専門家による調査、研究の結果「自由民権運動の

中で起草されたのが五日市憲法草案で、その精神は地下水脈で現憲法

とつながり、源流と評価」されているものです。核抑止力論（核兵器

があるから、平和を保てる）という考えから、核と人類は共存できな

いと考える輪を大きく広げていきたいと思っています。現憲法を何が

なんでも変えたいとする理由づけに「「押し付けられた憲法」とする主

張があります。しかし、江戸時代から明治へと大きく変革する日本で、

外国からも積極的に現近代の民主主義の考えを調査研究して、まとめ

あげていたことに大変驚きました。（由夫） 

◆丸子温泉開発㈱の研修で、取引している諏訪市の㈱小松製作所

へ。「温泉で日本を元気にする」をモットーに頑張る中小企業の意

気込みに感激しました。会社の特徴として、取引きしている温泉

地は、沖縄県を除くすべての都道府県。温泉（ポンプ）に特化し

ている会社は、日本でこの会社のみ。仕事をしている従業員の方

は、どこの温泉地の部品かをわかって作業をしている。このほか

にもたくさんありましたが、ともかくオンリーワンの仕事をして

います。世界遺産になった、伊豆の国市にある韮崎反射炉も立ち

寄りました。 
            ◆甥の結婚式で仙台に。東日本大

震災に関係する施設と場所にも

行きました。写真は、震災遺構の

荒浜小学校跡です。犠牲者が出な

かった小学校として、震災遺構と

して残されています。開館時間に

行けば、中に入れるとのことでし 

た。小学校は、建物の二階まで津波がきたものの、建物その 

ものが壊されなかったとのことでした。しかし、学校へ一時 

避難したものの、自宅へ荷物などを取りに行った方は犠牲に 

なったとのことでした。ご冥福をお祈りします。 

仙台市の震災遺構 

◆36 回目となる丸子地域の産業展

「げんきまるこ２０１８」が丸子総合

体育館を会場に行われた。旧丸子町

は、林間工業団地をめざして、工業団

地造成を精力的に進めました。その結

果、工場の進出がすすみ、雇用も増え、

住宅も増えました。少子高齢化ですが

元気な丸子地域のいまの姿がこの産

業展では垣間見られます。 


